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 女性キャリア開発研究センターは、キャリア教育機関としての役割と研究機関としての役割を期待
されて開設されました。教育活動としてはインターンシップやボランティア活動の支援、本学独自の自由
参加型ラーニングコミュニティ「学Booo」の運営、ジェンダーの視点を取り入れた各種講座やキャリア
相談を行い、研究活動としては女性の就業継続を支援するために必要なシステムの構築を目標に、
在学生対象の職業意識調査や卒業生のキャリア支援調査を実施し、データの収集と分析を行ってきました。こうした取組みを
通して、女性のための再就職支援の必要性に気づき、ビジネス系と医療福祉系のリカレントプログラムをスタートさせました。
また、他の女子大学とのネットワークを構築することで、新たな流れを作ることもできました。
　本報告書では、2016年度開設当時から取り組んできた調査結果の概要と、2023年度のキャリア教育・リカレント教育、
他大学との連携についてまとめました。女子大学におけるこれらの取組みの成果が今後の活動に生かされることを願っています。

女性キャリア開発研究センター　センター長　加藤　千恵「女子大学に期待されること」へのチャレンジ
ご挨拶



活活動動報報告告 ⅠⅠ．．女女性性ののたためめのの就就業業継継続続支支援援 ――調調査査報報告告――

（１）１年生「職業意識に関するアンケート調査」
女性キャリア開発研究センターでは毎年、入学直後の大学１年生および短大１年生を対象に、継続して意識

調査を行ってきた。新型コロナウイルス感染症の影響で実施できなかった 年度を除いた集計結果を報告
する。年度ごとの調査対象数、回収数、回収率、調査項目は以下の通りである。

入学年度 調査期間 調査対象数 回収数 回収率(%) 調査項目 
2023年度 2023年 4月 425 302 71.1 ジェンダー意識，

理想のライフコー
ス，社会的活躍
の可能性，卒業
生支援，用語の
認知度，女子校
経験等 

2022年度 2022年 4月 476 341 71.6 
2021年度 2021年５月 472 447 94.7 
2020年度 コロナ禍のため中止 608 ― ― 
2019年度 2019年 4月 631 600 95.1 
2018年度 2018年 4月 584 541 92.6 

１．ジェンダー意識の変化

大学・短大の新入生（１年生）のジェンダー意識については３つの項目（「夫は外で働き妻は家庭を守るべ
きである」、「家事や育児は男女問わず平等に分担すべきだ」、「男女とも職業をもち経済的に自立するのがよ
い」）を用いた。また、ワークライフバランスへの関心を見るため、２つの項目（「仕事よりも家庭や家族の方
が大切だ」、「子供のことも大事だが自分の生活も大事にしたい」）を加えた。回答は、「そう思う」から「そう
思わない」までの４件法とした。

① 「夫は外で働き妻は家庭を守るべきである」という考え方について
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② 「家事や育児は男女問わず平等に分担すべきだ」という考え方について

③ 「男女とも職業をもち経済的に自立するのがよい」という考え方について

「夫は外で働き妻は家庭を守るべきである」と考える１年生は年々減少しており、「そう思わない」と明確
に否定する割合も６～７割に達している。また、「家事や育児は男女問わず平等に分担すべきだ」と「男女と
も職業をもち経済的に自立するのがよい」という考え方については、いずれも肯定的な意見が８～９割となっ
ており、「夫は外で働き妻は家庭を守るべきである」と連動していることがわかる。
ただ、「２．将来についての考え方」で紹介する「希望のライフコース」をみると、半数近くが「出産退職・

再就職」を志向しており、女性のライフコースに対する一般的な考え方と、自分自身にあてはめた場合との間
に違いが見られている。
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「仕事よりも家庭や家族の方が大切だ」と考える１年生は７～８割で、この６年間、ほとんど変わっていな
い。一方、「子供のことも大事だが自分の生活も大事にしたい」と考える１年生は同じく７～８割であるが、
「そう思う」と明確に肯定する割合が増加している。このことから、女性が子育てをするのは自然なことであ
る・子育ては女性に向いている・女性の幸せは子育てにあるといった、いわゆる「母性神話」が消えつつある
ことがうかがえる。

④ 「仕事よりも家庭や家族の方が大切だ」という考え方について

⑤ 「子どものことも大事だが、自分の生活も大事にしたい」という考え方について
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２．将来についての考え方

大学・短大を卒業した後の自分について、どのようなイメージを抱いていたかを知るために、「将来社会的
に活躍できると思うか」、「どのような生き方をしたいか（希望のライフコース）」を尋ねた。ライフコースに
ついての設問は、 年度以降に選択肢を変更したことと、実際のライフコース（どのような生き方をする
ことになると思うか）という設問を加えたことから、②（ ～ 年度「希望」）、③（ ～ 年度
「希望」「実際」）の２つに分けて紹介する。

① 「将来社会的に活躍できると思うか」について

② 希望のライフコース

・ 年度～ 年度１年生
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⑤子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ（再就職）
⑥無回答
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③ 希望のライフコースと実際のライフコース

希望するライフコースと、実際に予想されるライフコースを比較すると、「専業主婦」や「再就職」の割合
よりも「就業継続」が増加しており、経済環境の厳しさや非婚化という世相を反映していると考えられる。

・ 年度～ 年度１年生（希望のライフコース）

・ 年度～ 年度１年生（実際のライフコース）
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④ 結婚し子どもを持つが、結婚や出産でいったん退職し、子育て後に再び仕事を持つ（再就職）
⑤ 結婚し子どもを持ち、結婚や出産で退職し、その後、仕事を持たない（専業主婦）
⑥ 結婚せず、仕事と子どもを持つ（就業継続）
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⑤ 結婚し子どもを持ち、結婚や出産で退職し、その後、仕事を持たない（専業主婦）
⑥ 結婚せず、仕事と子どもを持つ（就業継続）
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（２）卒業予定者「キャリア意識に関するアンケート調査」
入学直後の１年生を対象とした意識調査に加えて、卒業直前の大学４年生および短大２年生に対しても継続

して意識調査を行ってきた。入学時の調査では大学・短大を合わせた結果を掲載したが、卒業時には２年間の
差があるため別々に紹介する。年度ごとの調査対象数、回収数、回収率、調査項目は以下の通りである。

・大学
卒業年度 調査期間 調査対象数 回収数 回収率(%) 

2022年度 2022年 12月～2023年 3月 485 325 67.0 
2021年度 2021年 12月～2022年 3月 463 202 43.6 
2020年度 2020年 12月～2021年 3月 486 277 57.0 
2019年度 2019年 12月～2020年 3月 432 219 50.7 
2018年度 2018年 12月～2019年 3月 419 153 36.5 

・短大
卒業年度 調査期間 調査対象数 回収数 回収率(%) 

2022年度 2022年 12月～2023年 3月 52 43 82.7 
2021年度 2021年 12月～2022年 3月 101 70 69.3 
2020年度 2020年 12月～2021年 3月 93 38 40.9 
2019年度 2019年 12月～2020年 3月 106 52 49.1 
2018年度 2018年 12月～2019年 3月 114 85 74.6 

１．ロールモデルとの出会い

① 大学（ 年度とコロナ禍前）の結果

・ 年度（ ）
年度以前の調査では、在

学中にキャンパスでロールモ
デルに出会った人数を尋ねて
いたが、 年度は、ロール
モデルに出会いそうな場面を
設定して回答してもらった。
その結果、半数を超える学生
が、「学外の実習先（実習やイ
ンターンシップ）」、「教職員」
にロールモデルを見出してい
た。
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・ ～ 年度（コロナ禍前）
年度、 年度は新型

コロナウイルス感染症の影
響を受けて多くの活動が制
限されたため、 ～ ％がロ
ールモデル「 人」と回答し
ていた。ここではコロナ禍前
の結果を掲載する。

② 短大（ 年度とコロナ禍前）の結果

・ 年度（ ）
短大は在学年数が短いにもか
かわらず、 分の を超える
学生がいずれかの場面でロー
ルモデルに出会っている。
大学は国家資格取得のため

の実習があるため「学外の実
習先」が多かったが、短大は
「先輩・サークル」が大学よ
りも多く選択されていた。

・ ～ 年度（コロナ禍前）
年度は 年度よりロ

ールモデル「 人」が大幅に
減少している。 年度、

年度は新型コロナウイ
ルス感染症の影響を受け多
くの活動が制限されたため、
両年度とも ％がロールモ
デル「 人」と回答していた。

女性キャリア開発研究センターでは委員会を通して学科に調査結果をフィードバックし、ロールモデルに出
会う機会を増やす方法を検討してもらっている。たとえば、卒業生による講演会、大学や学科のイベントへの
上級生や卒業生の参加、研修報告会での卒業生との交流、卒業生が働く機関での実習などが挙げられている。
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5.9%

3.8%

8.2%

1.9%

10.8%

17.3%

17.6%

40.4%

57.6%

36.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2018年度(n=85)

2019年度(n=52)

４人以上 ３人 ２人 １人 ０人
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２．卒業後のサポートについて

家庭の事情などで離職した女性が仕事に復帰するにあたっては、女性のためのリカレント教育の存在が重要
である。本学においても、女性キャリア開発研究センターと地域連携推進センターが協働し、 年度より
リカレントプログラムを開講している。受講者は少数ながら、毎年複数の修了生に「履修証明書」を交付して
いる。
卒業後に本学にサポートしてほしいかと思うかどうかについては、大学・短大ともニーズが高まっているよ

うである。卒業後してから５年・ 年・ 年経った卒業生にも同様の質問をしており、やはりニーズは高い
が、現実には物理的な制約から参加できないという声が多く、更なるオンラインの活用が望まれる。

① 卒業後にサポートを希望するか

・大学

・短大

13.7%

11.0%

15.2%

15.3%

20.6%

30.7%

40.6%

36.5%

43.1%

37.5%

27.5%

24.7%

17.3%

19.8%

16.9%

15.7%

8.7%

13.4%

7.9%

9.2%

12.4%

15.1%

17.7%

13.9%

15.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2018年度4年
(n=153)

2019年度4年
(n=219)

2020年度4年
(n=277)

2021年度4年
(n=202)

2022年度4年
(n=325)

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そう思わない わからない

9.4%

17.3%

13.2%

12.9%

23.3%

42.4%

40.4%

31.6%

32.9%

41.9%

18.8%

17.3%

15.8%

18.6%

18.6%

14.1%

13.5%

15.8%

15.7%

2.3%

15.3%

11.5%

23.7%

20.0%

14.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2018年度4年
(n=85)

2019年度4年
(n=52)

2020年度4年
(n=38)

2021年度4年
(n=70)

2022年度4年
(n=43)

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そう思わない わからない

08



② 卒業後に希望するサポートの内容

希望するサポートの内容については、 年度と 年度卒業時の結果を紹介する。両者を比較すると、
大学・短大とも全体的に数値が上昇しており、特に「仕事の紹介（あっせん）・キャリアカウンセリング」の
割合が高くなっている。また、地域連携推進センターが実施している文化講座に卒業生との交流会を取り入れ
たところ非常に好評であったため、 年度は「卒業生同士のつながり」という選択肢を加えた。その結果
大学では４割、短大では３割を超えており、予想以上に多く選択されていた。今後大学として卒業生同士のネ
ットワークづくりに力を入れていく必要があるだろう。
大学・短大を卒業して年数の経った卒業生にも同じ質問をしているが、最も多く選ばれた項目は、「卒業後
年」の場合も「卒業後 年」の場合も、「リカレント教育の充実」（約 割）、「専門職のためのスキルアッ

プ講座・免許更新講座」（約 割）、「仕事のあっせん・キャリアカウンセリング」（ ～ 割）であった。

・ 年度（大学・短大）

・ 年度（大学・短大）

32.6%

23.3%

34.9%

46.5%

18.6%

34.9%

42.8%

39.4%

26.8%

43.7%

24.6%

38.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

卒業生同士のつながり（新規）

大学教員とのつながり

人生や生き方に関する講座・悩みの相談

仕事の紹介・キャリアカウンセリング

リカレント教育（資格取得・更新など）の充実

専門職のためのスキルアップ講座・免許更新講座

大学(n=325)
短大(n=43)

14.1%

29.4%

23.9%

18.5%

13.0%

19.2%

16.7%

17.7%

17.2%

28.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

大学教員とのつながり

人生や生き方に関する講座・悩みの相談

仕事のあっせん・キャリアカウンセリング

リカレント教育（資格取得・更新など）の充実

専門職のためのスキルアップ講座・免許更新講座

大学(n=218)
短大(n=52)
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３．将来についての考え方

大学・短大入学者に対して尋ねたときと同じように、卒業時にも「将来社会的に活躍できると思うか」と尋
ねている。あわせて、「女性のライフコースについての考え方」も尋ねているが、 年度は「希望するライ
フコース」に変更したため、ここでは 年度～ 年度の結果を報告する。

① 「将来社会的に活躍できると思うか」について

「将来社会的に活躍できると思うか」という設問に対して、「そう思う」「どちらかというとそう思う」と回
答した学生は、大学の場合 年度を除いて概ね５割程度、短大の場合 年度までは３割程度で、
年度は５割であった。これは教育の成果といえるだろう。後述の「 入学時と卒業時の意識の変化」でも述
べているように、卒業時（大学）は「将来活躍できる」という回答が入学時より増加している。

・大学

・短大

13.7%

12.8%

13.0%

7.9%

13.8%

37.9%

29.8%

35.4%

45.0%

42.8%

34.0%

33.9%

28.2%

25.2%

22.2%

3.9%

7.8%

7.2%

5.9%

5.5%

10.5%

15.6%

16.2%

15.8%

15.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2018年度4年
(n=153)

2019年度4年
(n=219)

2020年度4年
(n=277)

2021年度4年
(n=202)

2022年度4年
(n=325)

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そう思わない わからない

5.9%

5.8%

7.9%

4.3%

9.3%

27.1%

30.8%

23.7%

25.7%

46.5%

35.3%

46.2%

31.6%

35.7%

23.3%

15.3%

11.5%

10.5%

10.0%

4.7%

16.5%

5.8%

26.3%

24.3%

16.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2018年度2年
(n=85)

2019年度2年
(n=52)

2020年度2年
(n=38)

2021年度2年
(n=70)

2022年度2年
(n=43)

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そう思わない わからない
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② 女性のライフコースについての考え方

「女性のライフコース」についてどう考えるかを５つの選択肢から選んでもらった。大学の場合「子どもが
できてもずっと働き続ける」という就業継続型が５～６割を占めていた。

年度は「将来希望するライフコース」について質問し選択肢も変更した。その結果大学・短大とも「就
業継続型」（「結婚せず仕事を一生続ける」「結婚するが子どもはもたず仕事を一生続ける」「結婚し子どもをも
つが仕事も一生続ける」）が約４割、「再就職型」が３～４割、「わからない」が約２割であった。

・大学

・短大

1.3%

0.7%

11.1%

6.4%

5.4%

5.0%

11.1%

11.4%

7.2%

7.9%

49.0%

49.3%

60.3%

55.0%

27.5%

32.9%

25.6%

30.7%

0.7%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2018年度４年
（n=153）

2019年度４年
（n=219）

2020年度４年
（n=277）

2021年度４年
（n=202）

① 職業をもたない方がよい（専業主婦）
② 結婚するまでは職業をもつ方がよい（専業主婦）
③ 子どもができるまでは職業をもつ方がよい（専業主婦）
④ 子どもができてもずっと職業を続ける方がよい（就業継続）
⑤ 子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい（再就職）
⑥ 無回答

1.2%

1.9%

2.9%

18.8%

7.7%

7.9%

5.7%

21.2%

19.2%

5.3%

11.4%

38.8%

36.5%

47.4%

41.4%

20.0%

34.6%

39.5%

38.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2018年度２年
（n=85）

2019年度２年
（n=52）

2020年度２年
（n=38）

2021年度２年
（n=70）

① 職業をもたない方がよい（専業主婦）
② 結婚するまでは職業をもつ方がよい（専業主婦）
③ 子どもができるまでは職業をもつ方がよい（専業主婦）
④ 子どもができてもずっと職業を続ける方がよい（就業継続）
⑤ 子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい（再就職）
⑥ 無回答
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（３）入学時と卒業時の意識の変化
入学時の考え方が卒業時に変化しているのかどうかについて、大学生の調査結果（「ジェンダー意識」、「社

会的な活躍の可能性」）を同じ母集団で比較してみる。短大生については、対象者数が少ないため省略する。
それぞれの年度の回収数、回収率は以下の通りである。

・大学
入学年度 回収数 回収率(%)  卒業年度 回収数 回収率(%) 

2019年度 517 96.1 ➡ 2022年度 325 67.0 
2016年度 400 88.3 ➡ 2019年度 219 50.7 

１．ジェンダー意識の変化

「夫は外で働き妻は家庭を守るべきである」という考え方について

ジェンダー意識（夫は外で働き妻は家庭を守るべき）については、「 年度１年生」の場合、卒業時もほ
とんど変化していないが、「 年度１年生」は卒業時に「そう思わない」と回答した割合が２割近く増加し
ている。どちらの１年生も入学時の数値はほぼ同じであることから、「 年度 年生」の方が性役割分業に
否定的な考え方が増えたといえる。

・ 年度１年生が大学を卒業するとき

・ 年度１年生が大学を卒業するとき

2.5%

1.5%

14.5%

4.3%

40.6%

35.1%

38.1%

55.7%

4.3%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2019年度入学時
(n=517)

2022年度卒業時
(n=325)

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そう思わない わからない

2.5%

1.8%

14.6%

13.8%

41.1%

38.5%

38.5%

41.7%

3.3%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2016年度入学時
(n=400)

2019年度卒業時
(n=219)

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そう思わない わからない
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２．将来についての考え方

「将来社会的に活躍できると思うか」について

「将来社会的に活躍できると思うか」については、大学の場合、「 年度１年生」も「 年度１年生」
も「そう思う」「どちらかというとそう思う」という回答が卒業時に増え、「わからない」が減少する傾向がみ
られた。大学生活を経て自信がついたり将来がイメージできるようになったりすることは教育の大きな成果
であろう。

入学時と卒業時の調査結果は、女性キャリア開発研究委員会を通して各学科にフィードバックしている。学
科からは、「卒業までに自信をつけることを学科の目標にしている。入学時３割が卒業時に５割超えしている
点は効果があったことにつながるため、この値を高めていきたい」、「将来活躍できるという自信や自尊感情が
低いため、学生自身ができたと思えるように、ならびに、できたという認識をもてるように支援していくこと
が必要である」「社会で活躍できる女性としてリーダーシップをとることができる人を今後も育成したい」な
どの意見が挙げられている。

・ 年度１年生が大学を卒業するとき

・ 年度１年生が大学を卒業するとき

5.6%

13.8%

25.0%

42.8%

30.4%

22.2%

5.4%

5.5%

33.7%

15.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2019年度入学時
(n=517)

2022年度卒業時
(n=325)

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そう思わない わからない

7.0%

12.8%

25.3%

29.8%

34.8%

33.9%

9.3%

7.8%

23.8%

15.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2016年度入学時
(n=400)

2019年度卒業時
(n=219)

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そう思わない わからない
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（４）卒業生「卒業後のキャリアに関するアンケート調査」
大学・短大の卒業生に対して、これまでアンケート調査を４回実施してきた。第１回は 年度で、卒業

して５年以内（ ～ 年）を対象に、卒業後の就職先（退職した場合はその理由）、現在の勤務先の状況や仕
事の内容、最初の勤務先で必要とされた能力やスキル、男女ともに働き続けやすくなるために必要なもの、
必要だと思う卒業生への支援、ジェンダー意識について質問した。

２回目は 年度に、卒業して 年前後（ ～ 年）を対象に、３回目は 年度に、卒業して 年
前後（ ～ 年）を対象に、それぞれ１回目と同様の調査を行った。そして４回目となる 年度には、
初回調査との比較をするために、卒業して５年以内（ ～ 年）の対象者にほぼ同様の質問を投げかけた。

それぞれの調査期間、回収数、回収率、対象者の卒業年は以下の通りである。

卒業生対象のアンケート調査一覧

調査年度 卒業後の年数（卒業年） 回収数 回収率(%) 調査期間 
2022 卒後５年（2017年 3月卒～2021年 3月卒） 270 11.8 2022年 7月～8月 
2017 卒後 5年（2013年 3月卒～2016年 3月卒） 75 9.0 2017年 12月～2018年 1月 
2019 卒後 10年（2003年 3月卒～2012年 3月卒） 233 5.4 2019年 7月～8月 
2020 卒後 20年（1994年 3月卒～2000年 3月卒） 224 4.9 2020年 7月～8月 

 

 

１．調査時の就業状況

アンケート調査時に就業していた割合は、卒業後５年が ％（ 調査）と ％（ 調査）、卒業
後 年（ 調査）が ％、卒業後 年（ 調査）が ％であった。（それぞれ「正社員・正職
員」「非正社員・非正職員」「パート・アルバイト」「自営」「その他」の合計）

就業形態は多様であるが、卒業後５年で９割、卒業後 年・ 年で８割が就業していることがわかった。
 

 

43.3%

53.6%

73.3%

86.3%

9.8%

10.7%

14.7%

5.9%

19.6%

13.3%

6.7%

2.6%

3.6%

1.7%

4.5%

1.3%

0.4%

0.4%

18.8%

18.9%

5.3%

5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

卒後20年，2020調査
(n=224)

卒後10年，2019調査
(n=233)

卒後5年，2017調査
(n=75)

卒後5年，2022調査
(n=271)

正社員・正職員 非正社員・非正職員 パート・アルバイト 自営 その他 不明 無職
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２．現在の仕事の状況

現在就業中の卒業生には仕事に関する質問を行っているが、そのうち「全体的に働きやすい職場であると
思う」に対して、 年度調査以外は８割前後が肯定的な回答をしている。また、「仕事のやりがい」「仕事
のストレス」に関しては 年度調査で尋ねていないため、 ・ ・ 調査の結果を掲載した。

① 働きやすい職場である

② 仕事にやりがいを感じる

③ 仕事のストレスがある

 

30.2%

27.5%

22.5%

40.5%

45.1%

49.2%

40.8%

42.8%

10.4%

14.3%

25.4%

14.4%

7.7%

6.3%

7.0%

2.3%

6.6%

2.6%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

卒後20年，2020調査
(n=182)

卒後10年，2019調査
(n=189)

卒後5年，2017調査
(n=71)

卒後5年，2022調査
(n=257)

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そう思わない わからない・無回答

33.0%

32.3%

40.8%

45.6%

43.9%

46.5%

12.6%

10.6%

2.8%

4.9%

11.1%

7.0%

3.8%

2.1%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

卒後20年，2020調査
(n=182)

卒後10年，2019調査
(n=189)

卒後5年，2017調査
(n=71)

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そう思わない わからない・無回答

28.6%

22.8%

32.4%

43.4%

32.3%

32.4%

14.8%

23.3%

11.3%

7.7%

21.2%

18.3%

5.5%

0.5%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

卒後20年，2020調査
(n=182)

卒後10年，2019調査
(n=189)

卒後5年，2017調査
(n=71)

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そう思わない わからない・無回答
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３．最初の勤務先を退職した人について

大学・短大を卒業後、最初の就職先を退職した割合は、 年度調査（卒業後５年）で２～３割、 調
査年度（卒業後 年）で６割以上、 年度調査（卒業後 年）では９割以上であった。退職した理由と
して最も多く挙げられたのは「ストレスが多い」で、どの調査でも１位であった。

年度調査（卒業後 年）では自由記述の形式で回答を求めた。その結果、「自身のキャリアに関する
こと：キャリアアップ」 件、「自身のキャリアに関すること：意欲喪失」 件、「労働時間、業務量に関す
ること」 件、「心身に関すること」 件、「同僚・上司に関すること」 件、「自身の環境の変化に関する
こと」 件、「給与に関すること」 件、「自身の能力・スキルに関すること」 件、「労働条件に関すること」

件、「労働環境に関すること」 件、「労働環境の変化に関すること」 件などが挙げられた。（自由回答を
トピックごとに分類） 

 

① 初職を退職した割合

 

 回収数 初職退職(人) 初職退職割合(%) 
卒業後 5年  (2022調査) 271 64 23.6% 
卒業後 5年  (2017調査) 75 25 33.3% 
卒業後 10年(2019調査) 233 157人 67.4% 
卒業後 20年(2020調査) 224 216人 96.4% 

 

 

② 初職を退職した理由 上位 項目 （複数回答）

 

9.3%

9.3%

5.6%

6.5%

12.0%

11.1%

13.0%

11.1%

8.3%

23.1%

13.4%

14.0%

14.6%

10.2%

11.5%

17.2%

20.4%

23.6%

18.5%

33.1%

8.0%

8.0%

8.0%

12.0%

16.0%

20.0%

28.0%

32.0%

36.0%

52.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

定時退出するのに気を遣う

仕事内容が能力や希望に合っていない

仕事のフォロー体制や交代要員が不安

働き方の参考となる年長者がいない

有給休暇をとるのに気を遣う

給与に納得感がない

残業の量が適切でない

上司とのコミュニケーションが円滑でない

人間関係に悩みがあった

ストレスが多い

卒後5年，2017調査(n=25)
卒後10年，2019調査(n=233)
卒後20年，2020調査(n=224)
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４．最初の勤務先で必要とされた能力やスキル

最初の就職先で必要とされた能力やスキルについて尋ねたところ、いずれの調査でも１位は「コミュニケ
ーション能力」、２位以下は「協調性」「主体性」「専門知識」「柔軟性」「ストレスをコントロールする力」な
どが続いている。
 

① 卒業後５年の場合 ―2022調査と 2017調査の比較―

 

 

② 卒業後 年の場合 調査 ③ 卒業後 年の場合 調査

7.7%

7.7%

23.1%

16.9%

33.8%

38.5%

47.7%

46.2%

38.5%

66.2%

1.9%

6.2%

30.7%

33.9%

50.2%

51.0%

51.4%

62.3%

70.0%

85.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

外国語のスキル

プレゼンテーション能力

パソコンのスキル

課題解決力

ストレスをコントロールする力

柔軟性

専門知識

主体性（物事に進んで取り組む力）

協調性

コミュニケーション能力

卒後5年(2022調査
n=257)

卒後5年(2017調査
n=65)

5.7%

7.9%

30.7%

8.3%

26.3%

36.0%

43.0%

39.5%

43.0%

62.7%

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%

外国語のスキル

プレゼンテーション力

パソコンスキル

課題解決力

ストレスコントロール力

柔軟性

専門知識

主体性

協調性

コミュニケーション力

4.9%

10.8%

37.2%

8.9%

27.4%

38.6%

30.9%

35.0%

47.5%

56.5%

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%

外国語のスキル

プレゼンテーション力

パソコンスキル

課題発見力

ストレスコントロール力

柔軟性

専門知識

主体性

協調性

コミュニケーション力
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（５）卒業生「卒業後のキャリアに関するヒアリング調査」
前述の「卒業後のキャリアに関するアンケート調査」では、同時にヒアリング調査への協力依頼を行い、

応じてくれた卒業生のなかから、卒業年度・学科、職業に偏りがないよう ～ 人の対象者を選び、聞き取
りを行った。具体的には、 年度調査で「卒業後５年」を 人、 年度調査で「卒業後 年」を
人、 年度調査で「卒業後 年」を 人、そして 年度調査で再び「卒業後 年」 人を対象に、
対面またはオンラインで、アンケート調査を補完するデータを収集した。
質問項目はアンケート調査と同様、卒業後の就職先（退職した場合はその理由）、現在の勤務先の状況や仕

事の内容、最初の勤務先で必要とされた能力やスキルなどであるが、より具体的で詳細な内容を把握するこ
とができた。

卒業生対象のヒアリング調査一覧

調査年度 
ヒアリング対象 

調査期間 
卒業後の年数（卒業年） 人数 年齢 

2023 卒後５年（2018年 3月卒～2021年 3月卒） 13 24～28 2023年 8月 
2018 卒後 5年（2011年 3月卒～2016年 3月卒） 15 22～28 2018年 5月～8月 
2019 卒後10年（2003年3月卒～2012年3月卒） 12 29～39 2019年 11月～2020年 1月 
2020 卒後20年（1994年3月卒～2000年3月卒） 10 42～48 2021年 1月～4月 

 

 

１．「卒業後５年」 ヒアリング調査結果

 

① 年度調査（ 人）

年度に実施した「卒業後 年（ ～ 年）」対象の卒業生アンケート調査に回答した 人のうち、
再調査への協力依頼に応じた 人にオンライン（ ）でヒアリングを行った。

 卒業学科/専攻 卒業年 卒業後
の年数 勤務先 就業

形態 
勤続年
数 職種/仕事内容 専門職 

A キャリア形成 2018 ５ アパレル販売 正規 5 店長 非 
B キャリア形成 2019 ４ スタジオ 正規 6 か月 カメラマン 非 
C こども教育 2019 ４ 幼稚園 正規 2 幼稚園教諭 専 
D こども教育 2021 ２ 保育園 正規 2 保育士 専 
E 健康栄養/管理栄養士 2018 ５ 給食事業委託 正規 5 管理栄養士 専 
F 健康栄養/管理栄養士 2020 ３ 病院 正規 3 管理栄養士 専 
G 健康栄養/健康スポーツ 2019 ４ こども園 正規 4 栄養士 専 
H 心理 2020 ３ 福祉施設 正規 3 生活支援員 非 
I 看護 2018 ５ 病院 正規 5 看護師 専 
J 看護 2019 ４ 病院 正規 4 看護師 専 
K 医療福祉/言語聴覚 2019 ４ 病院 正規 4 言語聴覚士 専 
L ライフデザイン（短大） 2019 ４ ホテル 正規 6 か月 フロントデスク 非 
M ライフデザイン（短大） 2020 ３ 旅客輸送 正規 3 事務 非 
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ヒアリング調査では、アンケート調査結果をもとに「専門職志向」かどうか、「働きやすい職場」と思って
いるかどうかで４つのグループに分類し、就業継続の理由を分析した。ここでは卒業生の言葉を紹介する。

専門職志向 非専門職志向 計
現在の職場は「働きやすい」と思う ， ， ， ， ， ， ， ， １０
現在の職場は「働きにくい」と思う ， ３

計 ８ ５ １３

ア 「働きやすい職場である」と思う理由
（ ）「専門職志向」６人（やりがいを感じる、相談できる人がいる、コミュニケーションが円滑）
・「皆でみる」という理念のもと、行事に参加したり給食会議に出たり「おはし指導」をするなど、保育士と一
緒に子どもたちに関わっている。ランチルームと保育室がつながっているため、子どもたちの反応がすぐにわ
かる。ごちそうさまとか、おいしかったと言われるので、やりがいがある。先輩の栄養士が、おやつマイスタ
ーや離乳食アドバイザーの資格をとったり保育士の勉強をしているので、自分もこうなりたいと思う。（ さん
栄養士）
・以前、他職種の同僚とうまくいかなかったときに退職を考えたが、病棟を変えてもらって乗り越えた。自分の
ことを大事に思ってくれる上司がいるかどうかが大事。悩んでいることない？と気にかけてくれる。一人で病
棟を動いているのでとてもありがたい。理学療法士、作業療法士たちとの関係も良好で、きょうだいや家族の
よう。（ さん 言語聴覚士）

（ ）「非専門職志向」４人（職場のコミュニケーションが円滑、人間関係に悩みがない）
・もし退職したら、他の施設に勤めるより他の仕事についた方がよいと思うほど環境の良い職場。管理職は人を
大事にしてくれるし、お手本になる専門職もいる。育休をとった女性もいるし、男性も子煩悩。世話好きな人
が多く人間関係に悩みがない。重度の障がいのある方のお世話をする仕事は自分に向いているし、やりがいが
ある。（ さん 生活支援員）

イ 「働きやすい職場である」と思わない理由
（ ）「専門職志向」２人（働き方の参考になる年長者がいない、ストレスが多い）
・ にいるので重症者を一人で担当する。ひとつのミスが命にかかわるのでストレスを感じる。口調がきつい
先輩がいると相談しにくい雰囲気になり、これもストレスになる。また、働き方の参考となるような年長者が
見つからず、今後のイメージがわかない。今度はここに行ったらいいよというアドバイスがあったら・・と思
う。そのほか、若手の教育や会議の準備、意見の収集など、看護以外の業務が多い。（ さん 看護師）

（ ）「非専門職志向」１人（仕事のフォロー体制に不安、ストレスが多い）
・決められた通りに残業報告をしているのに、ネチネチ言う上司がいるとストレスになる。入社時（ 年）は
コロナ禍で仕事量が少なく早く帰宅することができたが、その後回復してきたため、仕事が大変になってきて
いる。所属部署の人員が足りていないため残業が多く、仕事のフォロー体制も不十分。業務が遅れているのに
他部署へ応援に行かされることがある。（ さん 事務）

また、ヒアリング調査では、「最初の勤務先で必要とされた能力やスキル」についても確認した。対象者に
最も多く選択された項目は、専門職・非専門職を問わず「コミュニケーション能力」（ 人）であった。
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・発達に遅れがある子どもたちを預かっているため、保育士同士のコミュニケーションが大事。親たちとの信
頼関係を築くために毎日子どもの様子を伝えている。（ さん 保育士）

・仕事は基本的にチームで行う。特に重要なスキルは「コミュニケーション能力」と「主体性」。利用者さん
に説明したりするのに「コミュニケーション能力」は必要。自分は苦手なほうなので本を買って読んだりし
て勉強した。（ さん 管理栄養士）

・「専門知識」も必要だが、他の診療科とも関係しているため、より「コミュニケーション能力」が必要。治
療の方法について、医師の思い、患者本人の思い、家族の思いを伝えていくためにも必要。（ さん 看護師）

・最も重要なのは「コミュニケーション能力」。他の専門職の人たちと話しをする、多様な患者さんと話をす
る、専門知識を増やす・活かすためにも必要。（ さん 言語聴覚士）

・ホテルマンとして、「コミュニケーション能力」「協調性」「柔軟性」が大事。（ さん フロントデスク）

② 年度調査（ 人）

年度に実施した「卒業後５年（ ～ 年）」対象の卒業生アンケート調査に回答した 人のうち、再
調査への協力依頼に応じた 人に対面でヒアリングを行った。

 卒業学科/専攻（学部） 卒業年 卒業後
の年数 勤務先 就業形

態 
勤続年
数 職種/仕事内容 専門職 

A 人間関係/心理 2011 7 教育・学習支援 非正規 2 スクールカウンセラー 専 
B 人間関係 2013 5 小売 正規 5 販売 非 
C 人間関係/心理 2013 5 医療・福祉 パート・アル

バイト １ ケアワーカー 非 
D 心理（人文） 2014 4 製造・販売 正規 4 販売 非 
E 日本語文学（文） 2015 3 情報通信 正規 3 販売 非 
F キャリア形成 2016 2 医療・福祉 正規 2 事務 非 
G キャリア形成 2016 2 医療・福祉 正規 2 生活支援員 非 
H 健康栄養/管理栄養士 2015 3 小売 パート・アル

バイト 2 か月 管理栄養士 専 
I 健康栄養/管理栄養士 2016 2 その他サービス 契約 2 管理栄養士 専 
J 看護 2016 2 医療・福祉 正規 2 看護師 専 
K 看護 2016 2 教育・学習支援 正規 4 か月 看護師・教員 専 
L こども保育（短大） 2016 2 教育・学習支援 正規 2 幼稚園教諭 専 
M こども保育（短大） 2016 2 教育・学習支援 正規 2 幼稚園教諭 専 
N ライフデザイン（短大） 2015 3 卸売 正規 3 事務 非 
O ライフデザイン（短大） 2016 2 情報通信 正規 2 営業補助 非 

ヒアリング調査では、アンケート調査結果をもとに「専門職志向」かどうか、「働きやすい職場」と思って
いるかどうかで４つのグループに分類し、就業継続の理由を分析した。ここでは卒業生の言葉を紹介する。

専門職志向 非専門職志向 計
現在の職場は「働きやすい」と思う ， ， ， ， ， ， ， ９
現在の職場は「働きにくい」と思う ， ， ， ， ６

計 ７ ８ １５
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ア 「働きやすい職場である」と思う理由
（ ）「専門職志向」４人（やりがいを感じる，能力を発揮できる）
・「新人のときよりは任せてもらえることが多くて（略）日常の仕事の中で任せてもらえることも増えましたし、
下も入ってきたりしているし、パソコン業務も比較的多いので、大学でやってきたことはなかなか役に立っ
ています。」（ さん 管理栄養士 ただし資格が十分活かせていないため転職を検討中）

・「割と自由にさせてもらえてるので、自分が得意なこと、たとえば私は機械いじりが得意なので、見やすい資
料を作るとか、そういうのが得意なので、そういうのを任せてもらっています。前の職場よりは役に立てて
るのかなっていうのは思っていて。」（ さん 看護師・教員）

・「自分がやりたいことがすごいできるので、遊びにしても、制作にしても、先生がやりたいように子どもに教
えたらいいよっていう感じなので。私も音楽がすごい好きなので、子どもたちに音楽をたくさん教えたりと
か好きなので、その仕事が能力発揮できるのかなと思いました。」（ さん 幼稚園教諭）

（ ）「非専門職志向」５人（コミュニケーションが円滑，定時退出に気を遣わない，参考になる年長者あり）
・「先輩とかにはすごく恵まれていたので、人間関係にちょっと支えられたところもあるかなと思いますね。や
っぱり失敗しても先輩がフォローしてくれたりとか、それなりにいろんなことをしてくれたりしたので、人
間関係が良かったから続けてこられたっていうところはありますね。」（ さん 販売）

・「夜勤明けの日に残業する人が多くて。やることが多くて。逆にその分、日勤で入るときはもう定時でみんな
ぱっと帰るっていう感じです。（略）トラブルがあれば、定時であがれないときもあって。ですけど、それ以
外は全然、定時であがるわってときもあります。はよ帰りやとか言われますよ。」（ さん 事務）

・「私の部署の一番上のかたで 代のかたなんです。（略）人間関係の作り方がすごいうまいというか（略）ち
ゃんと事業部にとってもお客様にとってもこれをやることで利益があるとか、いいことがあるっていうのを
ちゃんと伝えて仕事をする方なので、みんなやる気になるっていう感じの人なんです。」（ さん 営業補助）

イ 「働きやすい職場である」と思わない理由
（ ）「専門職志向」３人（責任が重い，ストレスが多い）

・「新人のときに持たしてもらう患者さんとしては重症すぎて、もしこの人に何かあったときに、自分が異変を

察知できるだけの能力がなかったら発見が遅れます。その遅れることが患者さんの命に直結してるってこと

がわかってきだしたとき一番怖かったですね。（略）先輩たちとかかわる人間関係がほとんどだし、女性社会
でうわさがすぐ回るっていうのもあるので気は使いますね。こんなこと話していいのかなっていう。（略）そ
れが半分くらいで、あとは仕事で、家族さんとか患者さんと関わっていく中で感じるストレスっていうのは
結構あって。」（J さん/看護職） 

（ ）「非専門職志向」３人（責任が重い，有休休暇を取るのに気を遣う，定時退出するのに気を遣う）
・「辞める人が多いんですよ。 年どころではないです、１年とか。入れ替わりが激しいので、どうしても中途
の採用は常に取っている状態。（略）私も今、役職でいうと特にないのでスタッフなんですけど、ただ、仕事
内容で見ると店長とそう変わらない。（略）私がその日を抜けたりしてしまったとか、そうなったらもう仕事
がどっとたまってしまっていて。結構それでまた納期がずれるっていうふうに言われたりとか、結構責任重
大ですね。何とかはなるんですけれども、抜けてしまったらあんまりほかの人に見てもらえないっていう感
じで。」（ さん 販売） 
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２．「卒業後 年」 調査結果

 

年度調査（ 人）

年度に実施した「卒業後 年（ ～ 年）」対象のアンケート調査に回答した 人のうち、再調
査への協力依頼に応じた 人に対面でヒアリングを行った。

 卒業学科/専攻（学部） 卒業年 卒業後
の年数 勤務先 就業形

態 
勤続年
数 職種/仕事内容 専門職 

A 英文（文） 2003 16 情報通信 正規 16 事務 非 
B 人間関係/情報 2006 13 製造 正規 5 事務 非 
C 人間関係/健康 2006 13 小売 正規 13 管理栄養士 専 
D 人間関係/健康 2012 7 医療・福祉 正規 5 管理栄養士 専 
E 人間関係/心理 2009 10 小売 正規 7 販売 非 
F 人間関係/心理 2011 8 医療・福祉 正規 ５ 精神保健福祉士 専 
G 人間関係/社会福祉 2010 9 医療・福祉 正規 2 社会福祉士 専 
H 人間関係/社会福祉 2012 7 医療・福祉 パート 4 営業・事務 専 
I こども保育（短大） 2009 10 教育・学習支援 正規 5 幼稚園教諭 専 
J こども保育（短大） 2009 10 教育・学習支援 正規 10 保育士 専 
K ライフデザイン（短大） 2011 8 運輸（鉄道） 正規 8 輸送・運転 非 
L ライフデザイン（短大） 2009 10 小売 パート 10 か月 販売 非 

このヒアリング調査では､同年度に実施したアンケート調査の回答結果をもとに、現在の仕事の状況を「専
門職志向」「非専門職志向」に分けて就業継続の促進要因と阻害要因を探った。特に初職を継続している場合
は「働きやすい職場である」と認識している対象者が多く、就業継続の促進要因が把握しやすい。
アンケート調査結果によれば、｢専門職志向｣ の卒業生は「非専門職志向」に比べ､ 現在の仕事について

「ポジションに比べて責任が重い」、「ストレスが多い」、「定時退出するのに気を遣う」といった就業継続の
阻害要因と考えらえる項目に「そう思う」と回答する割合が高く、初職を継続している割合も「非専門職志
向」より少なかった。
一方ヒアリング調査によれば、初職を継続し、かつ働きやすい職場であると思っている対象者は２人であ

った。具体的には、「専門職志向」の さん（管理栄養士 勤続 年 学生時代から就業継続を意識し入社時
から商品開発希望であることを表明し続けキャリアアップ）、「非専門職志向」の さん（勤続 年 夜勤は大
変だが仕事内容は自分に合っており目標となるロールモデルもいる）の事例である。両者に共通していたの
は、仕事そのものに関する要因（能力を発揮できる仕事である、責任ある仕事ができる、仕事内容は能力や
希望に合っている、仕事にやりがいを感じている）、職場環境に関する要因（上司や同僚とのコミュニケーシ
ョンは円滑、仕事のフォロー体制に不安はない、ストレスはない）であった。
反対に、初職を退職し現在の職場も働きやすいと思っていない対象者は３人で、うち「専門職志向」の

さんと さんは、「仕事内容は能力や希望に合っており能力を発揮できて責任ある仕事ができるが、人間関係
に悩みがありストレスが多い」と言う。「非専門職志向」の さんも、仕事内容と職場への不満に加え人間関
係の悩みとストレスを抱えており、資格を取って転職したいと話していた。
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３． 「卒業後 年」 調査結果

 

年度調査（ 人）

年度に実施した「卒業後 年（ ～ 年）」対象のアンケート調査に回答した 人のうち、再調
査への協力依頼に応じた 人にオンライン（ ）でヒアリングを行った。

 卒業学科/専攻（学部） 卒業年 卒業後
の年数 勤務先 就業形

態 
勤続年
数 職種/仕事内容 専門職 

A 日本文学（文） 1994 26 医療・福祉 正規 13 生活支援員 管理 
B 日本文学（文） 1994 26 教育・学習支援 自営 25 ピアノ講師 専 
C 英米文学（文） 1996 24 貿易 正規 18 社長 経営 
D 英米文学（文） 1997 23 教育・学習支援 正規 12 中学教員 専 
E 日本語日本文学(文) 1998 22 教育・学習支援 正規 6 中高教員 専 
F 人間関係（文） 2000 20 医療・福祉 正規 14 事業所経営 経営 
G 生活（短大） 1995 25 教育・学習支援 正規 3 支援学校教員 専 
H 生活（短大） 1994 26 医療・福祉 正規 16 看護師 専 
I 生活（短大） 1999 21 公務 非正規 8 か月 キャリアカウンセラー 専 
J 生活（短大） 1996 24 製造・卸売 正規 24 事務 非 

本学は専門職（医療・福祉分野、栄養士、保育士、教諭）の養成課程が多いため、「専門・技術的な仕事」
に従事する割合が高い傾向にあるが、「卒業後 年」の卒業生へのアンケート調査では約２割であった（「卒
業後 年」３割、「卒業後 年」４割）。 人のヒアリング対象者のうち専門職は６人いたが、大学・短大
時代の専門分野と関係していたのは教育関係の４人（ さん、 さん、 さん、 さん）であった。
一方、「非専門職系」の学科を卒業しても、その後資格を取得し「医療・福祉」の専門職として就業するケ

ースが 人中 人も見つかった。例えば さんは介護職員初任者研修、 さんは介護支援専門員（ケアマネ
ジャー）、 さんは看護師の資格を取得し、医療・福祉分野で就業している。
退職については 人全員が経験していた。「卒業後 年」のアンケート調査結果（ ％が最初の就職先を

退職）を考えれば妥当な数字である。経営者、管理職として就業している卒業生も 人みられ、マネジメン
ト世代のための支援プログラムを希望する声も聞かれた。

【卒業生調査結果を活かした女性キャリア開発研究センターの取組み】

４回にわたるアンケート調査とヒアリング調査を通して、女性キャリア開発研究センターは３つのポイン
トを指摘し、その実現に向けて取組みを進めてきた。
一つは「ロールモデルの提示と卒業生ネットワークの構築」で、センター内に交流スペースを設けて卒業

生の活躍を紹介したり、地域連携推進センターと協働で卒業生の交流会を開催した。二つめは「卒業生のた
めのキャリア相談」で、 年度から開講しているリカレントプログラムにキャリアカウンセリングとイン
ターンシップを取り入れているが、まだ十分ではないため、今後は仕事の紹介も含め就職支援センターの取
組みに期待する。三つめの「学び直しの機会の提供」については、 年度よりリカレントプログラム（ビ
ジネス系、福祉系）を開講し、再就職支援とリスキリングの場を提供した。
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(1) インターンシップ

　全学科共通科目として正課内で行う「キャリア実習」「インターンシップ」と併せ、正課外のプログラムも提供している。
大学コンソーシアム京都主催「インターンシップ・プログラム」をはじめ、企業・自治体・NPO 法人等での就業体験を
通して、社会人としての心構えや仕事のやりがい、働くことの意味を知り、自身の適性・能力を見出すきっかけにしている。
　前期には、インターンシップ実習先紹介として団体、企業等によるインターンシップガイダンス（説明会）、事前学習、
後期には、事後学習、成果報告会等を開催。実習先の選択から応募書類のアドバイスなどの事前準備、実習終了後の振
り返り作業の事後フォローまで、学生に合わせてサポートしている。

▶大学コンソーシアム京都「インターンシップ・プログラム」実習先

▶インターンシップ先（自発的な参加）

特定非営利活動法人気候ネットワーク、株式会社石田老舗、株式会社花工房、株式会社長栄、株式会社葵総合保険、株式会社ハー

トフレンド ( 総合食品フレスコ )、亀屋良長株式会社、柊屋株式会社、京都市、滋賀県庁

法務省、SMBC 日興証券株式会社京都支店、社会福祉法人浩照会介護老人保健施設あじさいガーデン伏見、花ノ木医療福祉センター、

医療法人清仁会シミズひまわりの里、医療法人社団蘇生会老人保健施設　など

　大学オリジナルのキャリア実習 / インターンシッ
プノートを使用し、事前学習では企業研究や目標設
定、事後学習では実習を振り返り、気づきや得た力
を再確認している。事前学習では、社会人としての
基本的な挨拶や電話対応、メールの送り方などのビ
ジネスマナーを学習している。また、成果報告会で
は実習での成果や学びを共有し、今後の就職活動や
将来の進路選択に役立てている。

　今年度は、大学コンソーシアム京都インターンシップ・
プログラムの実習先として 1 名の学生を本学に受け入
れた。大学事務職員の業務を体験するため、各部署の業
務だけでなく、オープンキャンパスや地域連携推進セン
ター主催のこども食堂企画、職員対象の防災訓練にも参
加し、最終日には実習を振り返る報告会を実施した。

■事前学習、事後学習、成果報告会 ■大学コンソーシアム京都インターンシップ・
　プログラムにおける学生の受入れ

▶受入学生：京都ノートルダム女子大学 2 年生

▶実習期間：8 月 17 日 ( 木 ) ～ 8 月 30 日 ( 水 )　10 日間

4/14  キャリア実習・インターンシップ合同ガイダンス  公益財団法人大学コンソーシアム京都

6/9
 就業体験ガイダンス  NPO 法人 JAE 事務局、京都府福祉人材サポートセンター、

 株式会社カース・キャリアセンター、福井県経営者協会6/16
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(3) ボランティア

(2) ビジネスマナー講座・ワークショップ

　各学科のニーズに合わせ、基礎ゼミなどの正課授業にお
いて、インターンシップや臨地実習に参加する学生の事前
学習として専門家によるビジネスマナー講座を実施した。

京都市立松尾中学校、京都市立凌風小中学校、豊郷町小学校学力補充事業　夏季休業中学力補充教室、みつばち菜の花保育園、西院幼稚園、勧修児童館、
藤の木セカンドハウス、醍醐西校区社会福祉協議会、京都ボランティア協会、JOF 事務局、京都市左京西部いきいき市民活動センター、京都市福祉ボランティ
アセンター、京都ライトハウス、NPO 法人ジャパンアウトドアファクトリー、京都マラソン 2023（京都市文化市民局市民スポーツ振興室）　など

　「キャリア・インサイト」は独立行政法人労働政策
研究・研修機構が開発・改訂しているキャリアガイ
ダンスシステムで、パソコンから簡単に職業情報の
検索、適性と職業との適合、キャリアプランニング等
が可能である。学生が主体的に自己分析に取り組み、
必要に応じてセンター職員が対応している。18 歳から
34 歳程度の職業経験の少ない若年者だけでなく、35 歳
以上で職業経験のある求職者も対象とされているため、学生
だけでなく、リカレントプログラム受講者も活用している。

　誰かの役に立つことの喜びを通して、心豊かな人間性を養い、受入先での業務と併せて、「働くことの意義・価値」を学
ぶ貴重な機会としている。当センターでは、学生一人ひとりに合ったボランティア活動への参加を勧めている。

■職業適性検査（キャリア・インサイト） ■図書コーナー

■性的同意ワークショップ＆第三者介入ワークショップ（京都市主催）

▶参加ボランティア紹介

12 月 1 日（金）性的同意ワークショップ
▶会 　 場：本学
▶企画・運営：( 公財 ) 京都市男女共同参画推進協会
▶参 加 者：キャリア形成学科7名、看護学科4名、心理学科1名、
　　　　　　社会福祉専攻 2 名、助産学専攻 1 名

12 月 9 日（土）第三者介入ワークショップ
▶会 　 場：京都市男女共同参画センターウィングス京都
▶企画・運営：( 公財 ) 京都市男女共同参画推進協会
▶参 加 者 ：心理学科 1 名、社会福祉専攻 2 名、
　　　　　 　 助産学専攻 1 名、龍谷大学生

京都マラソン　運営ボランティア（コース沿道整理係）

▶日　時：2024 年 2 月 18 日（日）
▶会　場：京都市内（西京極・梅津ブロック）
▶参加者：健康栄養学科管理栄養士専攻 2 年生 4 名、
　　　　　 看護学科 1 年生 1 名、キャリア形成学科 1 年生 2 名

4/25  健康栄養学科 (3 年生）

6/13  ライフデザイン学科 (1 年生）

7/7  「キャリア実習 b」「インターンシップ b」(履修生）

10/19  医療福祉学科社会福祉専攻 (2 年生）

10/24  医療福祉学科言語聴覚専攻 (1 年生）

　国立女性教育会館（NWEC）女性
教育情報センター所蔵図書の貸出
サービスを導入している。図書パッ
ケージは 3 か月ごとに入れ替えられ、
2023 年 10 ～ 12 月「政治、性教育、
貧困、病気・闘病記、ファッション」
のテーマにおいては、「百合子とたか
こ 女性政治リーダーの運命」（岩本美
砂子著）、「あわてず、あせらず、あ
きらめず」（宮川大助・花子著）など、
学生だけでなく社会人にも関心を引く多様な図書を提供した。
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(4) 学 Booo

　教職員の提案により募集する通年・前期・後期のラーニングコミュニティ、通称『学 Booo（まなぶー）』は、自由
参加型の学習グループである。学生が自分の興味や関心のあるテーマを選択し、同じ興味を持った他学年・他学科の学
生や教職員がアドバイザーとなり、少人数グループで定期的に集まり学習に取り組んでいる。今年度は、前期（通年）
に 18 グループ、後期から５グループが加わり、計 23 グループが活動した。毎月の活動は、 https://www.koka.ac.jp/
manabooo/ で報告している。

葛野まちづくりプロジェクト
【PBL・通年】

金治　宏　（キャリア形成学科）

こころのネイリスト
【体験実習・通年】

浜内　彩乃（医療福祉学科）
古川　祐子（心理学研究科）

酒づくりと人のつながり
～京都伏見の伝統文化を通じて～

【体験実習・通年】
高野　拓樹（キャリア形成学科）
呉　鴻（キャリア形成学科）

くりえいてぃ部　～ Creative ～
【PBL・通年】

小山　理子（ライフデザイン学科）

ごま・ごま油の調理メニューの SNS 発信
【PBL・通年】

酒井　浩二（キャリア形成学科）

サステナブル KOKA クリエイト lab.
【PBL・通年】

宮原　佑貴子（キャリア形成学科）

国際交流サークル ～ Future Bridge ～
【PBL・通年】

キット　 彩乃（看護学科）
須藤　和恵（国際交流センター）

コミュニケーション支援プロジェクト
【体験実習・通年】

松田　芳恵（医療福祉学科）
水谷　八千代（医療福祉学科）
瀧澤　透（医療福祉学科・客員教授）

スポーツ栄養でジュニアアスリートを育む
【体験実習・通年】

小島　菜実絵（健康栄養学科）

▶ 2023 年度　学 Booo スケジュール

3/1 ～ 4/9   募集期間（通年・前期活動分）

4/19   学 Booo 選定会議

4/26、27   説明会（両日昼休み＠女性キャリア開発研究センター）

8/1 ～ 9/10   募集期間（後期活動分）

9/20   学 Booo 選定会議

1/16、17、18   成果発表会　23 グループ　（12：05 ～ 12：45 聞光館 キャンパスモール 2 階）
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2023 年度　学 Booo 一覧
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女女性性キキャャリリアア開開発発研研究究セセンンタターー

（（ まま なな ぶぶ －－ ））

 

 

本学学生なら。。。① 誰でも
② いつでも
③ どれにでも
入れますよ！

 

 
京京都都光光華華  
ににししかかなないい！！！！  

大学院インタ View ！
【体験実習・通年】

岩中　伸壮（健康栄養学科）

本×図書館サークル 「ビブリオフィリア」
【体験実習・通年】

大原　佳世（図書館）
太田　蕗子（真宗文化研究所）
下川　理子（図書館）

krn yoga
【体験実習・通年】

谷本　拓郎（心理学科）
小谷　真以（学生サポートセンター、心理学科コモンズ）
小谷　果琳（心理学科 4 年生）

KOKA ☆オレンジサポーターズ
【PBL・後期】

関　道子（医療福祉学科）

絵本から英語を学 Booo
【座学・後期】

田縁　眞弓（こども教育学科）
大原　佳世（図書館）
楠　香織（図書館）

日本の伝統美・和のテイスト研究会
【体験実習・通年】

久世　奈欧（ライフデザイン学科）
藤原　加織（学園事務局）
真東　美也子（本学卒業生・旧職員）

レインボープロジェクト
～人を支える社会づくりを考える～

【PBL・通年】
塩﨑　正司（学習ステーション）
小澤　千晶（真宗文化研究所、キャリア形成学科）

PhoTrip koka
【体験実習・通年】

新村　拓生（学長戦略推進部）
呉　鴻（キャリア形成学科）

そうだ、野菜とろう
【PBL・後期】

橋口　美智留（健康栄養学科）

プログラミング×データサイエンスにチャレンジ！
【座学・後期】

臼井　義比古（キャリア形成学科）
土居　淳子（キャリア形成学科）

日本の文化を楽しむ
【体験実習・通年】

朝比奈　英夫（キャリア形成学科）

I’screem（映像研究会・アイ・スクリーム）
【体験実習・通年】

呉　鴻（キャリア形成学科）
新村 　拓生（学長戦略推進部）

SCIENTISTS ！
【体験実習・通年】

岩中　伸壮（健康栄養学科）

中医学で出来るセルフケアの体験や実習教室
【体験実習・後期】

呉　小玉（看護学科）
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Ⅲ. リカレントプログラム

(1) 本学のリカレント教育

Ⅰ . 新たな視点を仕事に活かす

2023 年度科目一覧

Ⅱ . 次世代ケアワーカー育成プログラム

　本学では、女性キャリア開発研究センターと地域連携
推進センターが協働し、卒業生や地域の社会人があらゆ
るライフコースで社会実現をサポートするべく 2019 年
9 月からリカレントプログラムを開始した。プログラム
の一つであるビジネス系プログラムは、毎年「大学連携
京都府リカレント」に選定されている。
　今年度は「ウェルビーイングに生きる学び直しプログ
ラム」とし、２つのコース：Ⅰ .「新たな視点を仕事に活
かす」、Ⅱ .「次世代ケアワーカー育成プログラム（職業
実践力育成プログラム）」を開講した。京都府リカレント
教育推進事業費補助金にも採択され、Ⅰは３名、Ⅱは 1
名が修了し、計 4 名に履修証明書を交付した。

基礎科目（必修 2 科目以上、各 1 回 90 分）

特別科目

必修（計 18 時間）

自由科目（各科目 90 分授業× 15 回）
選択必修（6 時間以上）

自由選択（30 ～ 36 時間）

[ 外国語 ]

[ ＩＣＴ・
   データサイエンス ]

[ ビジネス ]

[ ＱＯＬ ]

実践中国語Ⅱ、観光英語Ⅱ 、T O E I C Ⅱ
実践ビジネス英会話、実践英語Ⅱ A ・Ⅱ B

コンピュータグラフィックス演習Ⅰ
コンピュータ活用 A（テキストマイニング）
コンピュータ活用 B（動画編集）、ワープロス
キルⅡ
情報社会の未来を知る、プログラミング入門
表計算スキルⅡ、データ解析入門

簿記会計学、経営法務、マーケティング
簿記・会計実務基礎
簿記・会計実務応用
消費者心理学、プレゼンテーション
ブランドデザイン、女性のアントレプレナーシップ

メンタルヘルス論、ターミナルケア
保健医療と福祉、子どもの食と栄養
子どもと人間関係、子ども家庭支援の心理学
くらしのなかの統計学

キャリアデザイン
ICT リテラシー
男女共同参画とジェンダー
マネジメントとリーダーシップ

京都の故きを温ねる
災害時のレジリエンスを育む

社会福祉を学ぶ基礎 (2)
社会福祉の基本概念 (2)
自分のためのメンタルヘルス (2)
AI が変える在宅医療 (2)
介護におけるコミュニケーション技術 (4)
行政サービス (2)
評価される報告書の書き方 (4)

多職種連携 A（地域包括ケアシステム）(2) 
多職種連携 B（看護師からみた在宅ケア）(2)
多職種連携 C（管理栄養士からみた在宅ケア）(2)
多職種連携 D（薬剤師など）(2)
多職種連携 E（理学、作業療法士など）(2)
多職種連携 F（言語聴覚士、歯科衛生士など）(2)

家事支援スキル (2)
カウンセリングマインド (2)
健康づくりと運動 (2)
家庭内の虐待への対応 (2)
専門職としてのキャリアアップ (4)
ガイドヘルパー (12)
職場研究 (6)
施設連携実習（短期）(12)
施設連携実習（中期）(30)
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Ⅰ . 新たな視点を仕事に活かす

Ⅱ . 次世代ケアワーカー育成プログラム

京都の故きを温ねる（今河織物株式会社）

職場見学（堀忠染織株式会社）

色彩ブランディング基礎講座

9/22　開講式

受講生に合わせたカリキュラムの実施

2023 年度修了生の声

A さん「新たな視点を仕事に活かす」受講

自分で事業がしたいものの、知識が全く無かったため参加しま
した。授業ではビジネス系を中心に選択した結果、私が学びた
かったこと以上に沢山の事を学ぶことが出来ました。また当初
の予定にはなかった簿記３級の資格取得にも挑戦することとな
り、私の想定以上に大変充実した学生生活を送ることが出来ま
した。参加して良かったです。

Ｂさん「次世代ケアワーカー育成プログラム」受講

介護支援専門員（ケアマネージャー）として働いています。専門
職との連携が必要と言われてもサービス提供の依頼が多く、どの
部分をどう連携していくべきか迷うこともあり、多職種連携の講
座が多い光華のプログラムを受講しました。それぞれの専門職の
重なる領域を理解できたこと、学び直すことで介護職の経験が根
拠のある知識として再認識できたことは大きな自信になりました。

講座・科目 開講日

  基礎科目

キャリアデザイン 10 月 25 日

ICT リテラシー 11 月 7 日

マネジメントとリーダーシップ 11 月 1 日

男女共同参画社会とジェンダー 11 月 8 日

  特別科目

京都の故きを温ねる（今河織物株式会社） 12 月 6 日

色彩ブランディング基礎講座 1 月 23 日

今日からできる！センス不要の文章術 2 月 14 日

映像制作講座 2 月 19 日

経済・金融講座 2 月 26・27 日

デザイン講座 2 月 27 日

    その他
職場見学（光華女子学園） 11 月 21 日

職場見学（堀忠染織株式会社） 12 月 5 日

講座 開講日

　必修

社会福祉を学ぶ基礎・社会福祉の基本概念 11 月 24 日

自分のためのメンタルヘルス 11 月 30 日

ＡＩが変える在宅医療 オンデマンド
介護におけるコミュニケーション技術 オンデマンド

行政サービス オンデマンド

評価される報告書の書き方 12 月 15 日

 選択必修

多職種連携 A ／地域包括ケアシステム 12 月 12 日

多職種連携 B ／看護師 11 月 21 日

多職種連携 C ／管理栄養士 12 月 6 日

多職種連携 D ／薬剤師 オンデマンド

多職種連携 E ／理学療法士・作業療法士 オンデマンド

多職種連携 F ／言語聴覚士 オンデマンド

 自由選択

家事支援スキル 11 月 30 日

カウンセリングマインド 12 月 12 日
健康づくりと運動 オンデマンド
家庭内の虐待への対応 11 月 22 日

専門職としてのキャリアアップ 11 月 22 日

職場研究（介護施設） 11 月 21 日

職場研究（本学クリニック） 2 月 2 日

施設連携実習（社会福祉法人レモングラス） 1 月 24 日

施設連携実習（社会福祉法人南山城学園） 2 月 8 日

  その他 摂食嚥下障害学演習 12 月 23 日



■第１回ミーティング （2018 年 3 月） ■第２回ミーティング （2018 年 9 月） ■第３回ミーティング （2019 年 9 月）

■第４回ミーティング（2022 年 9 月）

■第５回ミーティング （2023 年３月）

①京都女子大学 家政学部 教授　中山玲子

　「管理栄養士養成課程の現状と課題」

②津田塾大学 総合政策学部 教授　田近裕子

「文系女子大卒業者の社会参画への歩み」

話題提供

今後の活動について

第３回

東京都千代田区丸の内1-5-1
h t t p : / / www . k y o t o - a f . j p /（新丸の内ビルディング10階 C・D会議室）

京都アカデミアフォーラム in 丸の内

 ㊊
14：00～17：00（13：30開場）

2019年

9月2日
【時間】

京都３女子大学（五十音順）

careered@mai l .koka .ac . jp（センター長 加藤千恵）京都光華女子大学 女性キャリア開発研究センター

r-su ish in@kyoto-wu.ac . jp（センター長 竹安栄子）京都女子大学 地域連携研究センター

同志社女子大学 女性アクティベーションセンター kenkyu-i@dwc.doshisha.ac.jp（センター長 當目雅代）

女子大学に勤務する方なら職位を問わず参加できますので、下記いずれかの幹事校までお申込みください。

京都の女子大学から全国の女子大学へ

東京
にて開催

・ ・

参加費
無料

ネットワーク

女子大学連携
女
子
大
学
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
趣
旨

こ
れ
か
ら
の
女
子
大
学
が
取
り
組
む
課
題
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
、連
携
協
力
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

日
本
の
女
子
大
学
が
果
た
す
役
割
を
共
に
考
え
、語
り
、発
信
し
、学
術
的
成
果
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、社
会
貢
献
の
足
が
か
り
と
し
ま
す
。

会場MAP

 ㊊
18：00～19：30

2023年3月6日
【時間】

女子大学連携ネットワークの趣旨

幹事校

事例紹介を希望する方 参加のみ希望する方

3/3にURLを配信します
2月23日㊍ 3月2日㊍

申込
締切

申込先 https://forms.office.com/r/XZvEiX7y7T

女子大学に勤務する方なら職位を問わず参加できます

20 2 3国際女性デー

Zoom
にて開催

参加費
無料

ネットワーク

女子大学

選ばれるための女子大学の戦略2女子大学で成長する仕組みづくり

第 5 回ミーティング

これからの女子大学が取り組む課題などについて情報交換を
行い、連携協力体制を構築していきます。日本の女子大学が
果たす役割を共に考え、語り、発信し、学術的成果を提示する
とともに、社会貢献の足がかりとします。

京都光華女子大学（副学長／女性キャリア開発研究センター長　加藤千恵）、京都女子大学（副学長／地域連携研究センター長　中山玲子）、

同志社女子大学（女性アクティベーションセンター長　鈴木健司）、大妻女子大学（理事　井上美沙子）、和洋女子大学（全学教育センター長　田口久美子）

女子大学連携ネットワークでは、
女子大学の教職員が自由に交流し、情報共有する場を提供しています。今回は、「女子大学で成長する仕組みづくり」をメインテーマに、

藤女子大学（北海道）、聖心女子大学（東京）、
フェリス女学院大学（神奈川）、椙山女学園大学（愛知）の取組みを紹介していただきます。
他の女子大学からの事例紹介も歓迎いたします。申込みサイトから事務局までご連絡ください。

連携

30

Ⅳ. 女子大学との連携

　女子大学連携ネットワークは、2018 年度、京都の３女子大学（京都女子大学、同志社女子大学、本学）が中心になって結成された。
2019 年度より大妻女子大学と和洋女子大学、2023 年度より実践女子大学と宮城学院女子大学が幹事校に加わり、本学は事務
局として運営に携わっている。これまで７回のミーティングと２回の「国際女性デーシンポジウム」を開催するなかで､ 多くの
女子大学関係者とともに、女子大学が取り組む課題などについて情報交換を行い、連携協力体制を構築してきた。

「女子大学連携ネットワーク」の趣旨
これからの女子大学が取り組む課題について、情報交換を行い、連携協力体制を構築していきます。日本の女子大学が

果たす役割を共に考え、語り、発信し、学術的成果を提示するとともに、社会貢献の足がかりとしていきます。

(1) 女子大学連携ネットワーク

女子大学連携ネットワークの趣旨
グループディスカッション、活動内容の決定・取組み紹介
▶対面開催　26 大学・2 団体／ 50 名参加

講演「女子大学の過去・現在、そして未来に向けて」
女子大学の現状と課題（分科会）
▶対面開催　25 大学・1 団体／ 45 名参加

講演「管理栄養士養成課程の現状と課題」 
　　  「文系女子大卒業者の社会参画への歩み」
▶対面開催　21 大学／ 34 名参加

▶テ ー マ　選ばれるための女子大学の戦略 1
セッション１「女子大学で成長する仕組みづくり」
セッション２「卒業後の学び直しと絆づくり」
セッション３「女子学生のためのリスクマネジメント」
▶オンライン開催　33 大学／ 80 名参加

▶テ ー マ　選ばれるための女子大学の戦略 2
　　　　　   ―女子大学で成長する仕組みづくり―
▶話題提供　（１）聖心女子大学
　　　　　　（２）椙山女学園大学
　　　　　　（３）藤女子大学
　　　　　　（４）フェリス女学院大学
　　　　　　（５）甲南女子大学
▶オンライン開催　33 大学／ 90 名参加



■国際女性デー　シンポジウム
　（2019 年 3 月）

■国際女性デー　シンポジウム
　（2021 年 3 月）

■第６回ミーティング （2023 年８月） ■第７回ミーティング（2024 年３月）

International
Women's
Day
Memorial
Symposium

「女子大学の現在、
        そして未来へ」

●女子大学連携ネットワーク●　

国際女性デーシンポジウム

これからの女子大学が取り組む課題などについて情報交換を行い、連携協力
体制を構築していきます。日本の女子大学が果たす役割を共に考え、語り、
発信し、学術成果を掲示するとともに、社会貢献の足がかりとします。

●京都光華女子大学 女性キャリア開発研究センター　
●京都女子大学 地域連携研究センター
●同志社女子大学 女性アクティベーションセンター

女子大学連携
ネットワークの趣旨

幹事校
( 五十音順 )

日時：2019 年 3月 7日 (木 )
13：00 ～ 17：00( 受付 12：30 ～ )

会場： 京都光華女子大学　
      聞光館2階　253 教室
(懇親会　聞光館１階　16：30 ～ 17：00)

■タイムスケジュール
▶13：00 ～ 13：05　開会の辞

第Ⅱ部　女子大学の現状と課題

▶15：00 ～ 15：40………………………………………
女子大学におけるリカレント教育
日本女子大学　教授　 坂本　清恵
京都女子大学　
地域連携研究センター長　 竹安　栄子
▶15：40 ～ 16：00………………………………………
女子大学におけるキャリア教育
同志社女子大学　女性アクティベーションセンター
京都光華女子大学　女性キャリア開発研究センター

▶16：00 ～ 16：20　全体討論
▶16：30 ～ 17：00　懇親会

第Ⅰ部　女子大学の未来、三学長と共に　　

▶13：05 ～ 13：35………………………………………
講演「女性の教育と持続可能な開発目標 (SDGｓ)」
公益財団法人
プラン・インターナショナル・ジャパン理事長 
 池上　清子　
▶13：35 ～ 14：00………………………………………
三学長講演「三学長、女子大学の未来を語る」
京都光華女子大学・
京都光華女子大学
短期大学部  学長 一郷　正道
京都女子大学　学長　 林 　忠行
同志社女子大学　学長　 加賀　裕郎
▶14：00 ～ 14：40………………………………………
パネルディスカッション
パネリスト　 三学長
モデレーター　 池上　清子　　

公益財団法人
プラン・インターナショナル・ジャパン

理事長
池上  清子

( 五十音順 )

●問い合わせ先：
京都光華女子大学  女性キャリア開発研究センター　
〒615-0882　京都市右京区西京極葛野町 38   
 TEL：075-325-5315 

京都光華女子大学・
京都光華女子大学
短期大学部　
学長　
一郷 正道
(いちごう  まさみち)

同志社女子大学
学長　
加賀 裕郎
(かが  ひろお )

京都女子大学　
学長　
林　忠行
(はやし  ただゆき ) ネットワーク

女子大学

連携

14:30～16:0083

テ
ー
マ

2 0 2 1年 月 日(月)

女性の参画
ガバナンスにおける大学の

女子大学の教育について語ることは多くても、職場としての女子大学について考える機会は少ない

のではないでしょうか。ジェンダー平等達成度が低い日本において、女性のキャリア形成を意識した

教育が実践できる女子大学が、今後どのような意思決定プロセスを女子学生に見せていくのか―。

女子大学における女性上位職・管理職比率の実態から、

大学ガバナンスの課題を考えるとともに、女性の参画を

促すための具体的な行動を提案します。

国際女性デーシンポジウム
女 子 大 学 連 携ネットワーク2 0 2 1

ZOOMで開催！参加
無料

講演開会あいさつ 講演者による意見交換
（各20分×3）

女性活躍推進法に基づく行動計画についての情報提供 チャットによる質疑

要申込
定員
100名

SCHEDULE

講演❶ 講演❷ 講演❸

英国における

高等教育機関での

女性の参画状況

「女性活躍」と

グッドガバナンス

女子大学における

女性上位職・
女性管理職の現状

オックスフォード大学日本事務所代表就任前は
ブリティッシュ・カウンシルに勤務。中国、トリニダード・
トバゴ、日本で管理職を歴任。2009年から2012年
まで日本のブリティッシュ・カウンシル副代表を務め、
主に日本の高等教育機関との連携や国際・文化交
流事業に従事。オックスフォード大学日本事務所の
代表として、日本の企業、財団、卒業生や個人の方 と々
オックスフォード大学との関係構築、強化に努める
かたわら、在日英国商工会議所(副会頭)、大学改革
支援・学位授与機構、日本の大学の国際委員会等
で委員を務めている。オックスフォード大学では
フランス文学、ドイツ文学を学び、シェフィールド大学
で日本研究の修士号を取得。

東京大学文学部卒業。金融機関に勤務後、ペンシ
ルベニア大学社会学修士課程、東京大学大学院
人文社会系研究科博士課程修了。博士（社会学）。
神戸大学国際文化学研究科准 教 授などを経て、
2013年4月より現職。
著書『OLの創造―意味世界としてのジェンダー』、

『ロールズと自由な社会のジェンダー―共生への
対話』ほか。

聖心女子大学文学部卒業。大阪大学大学院人間
科学研究科博士課程単位取得退学。博士（人間
科学）。お茶の水女子大学グローバル協力センター
講師、甲南女子大学文学部専任講師、准教授を
経て、2 0 2 0 年 4 月より現 職 。専 門は 社 会 貢 献・
ボランティア論。

女子大学連携ネットワークでは､これまで
３回のミーティングと2019 年「国際女性デー
シンポジウム」を開催する中で､多くの
女子大学関係者の方 と々情報共有をしな
がら女子大学の役割について意見交換を
してまいりました。今 回は新 型ウイルス
感染症の拡大により延期していたシンポジ
ウムを､オンラインで再開する運びとなりま
した。対面での情報交換はかないませんが､
ジェンダーギャップ指数に依然として課題を
抱える日本において､女子大学だからこそ
できることを考えていきたいと思います。

申 込 方 法

お 問い 合 わせ 先
これからの女子大学が取り組む課題などについて情報交換を行い、連携協力体制を構築していきます。
日本の女子大学が果たす役割を共に考え、語り、発信し、学術的成果を提示するとともに、社会貢献の
足がかりとします。

「女子大学連携ネットワーク」の趣旨

京都光華女子大学（副学長 / 女性キャリア開発研究センター長 加藤 千恵）、京都女子大学（特命副学長／地域連携研究センター長 中山 玲子）、
同志社女子大学（女性アクティベーションセンター長 當目 雅代）、大妻女子大学（副学長 井上 美沙子）、和洋女子大学（全学教育センター長　田口久美子）

幹事校

Goog l eフォーム

（女子大学連携ネットワーク代表　加藤 千恵）

【「女子大学連携ネットワーク」事務局】京都光華女子大学 女性キャリア開発研究センター
【 住所】〒615 -0882　京都市右京区西京極葛野町38
【E-mail】careered@mail.koka.ac.jp  【TEL】075-325-5315　【FAX】075-314-4515

からお申し込みください。

こちらをクリックすると
Goog l eフォームの画面が開きます！

ht tp s : / / f o rms . g l e /FVzy rXm392cE6y fT9

アリソン・ビール 髙 橋  真 央
（たかはし まお ）

金 野  美 奈 子
（こんの  みなこ）

東京女子大学現代教養学部教授
エンパワーメント・センター長

オックスフォード大学日本事務所 代表 甲南女子大学国際学部准教授

 ㊊
18：00～19：30

2024年3月4日
【時間】

女子大学連携ネットワークの趣旨

幹事校

事務局 電話 email shushoku@wayo.ac.jp

事例紹介を希望する方 参加のみ希望する方

3/1にURLを配信します
2月26日㊊ 2月29日㊍

申込
締切

申込先 https://forms.office.com/r/Hk9f6hW8js

女子大学に勤務する方なら職位を問わず参加できます

2024国際女性デー

Zoom
にて開催

参加費
無料

これからの女子大学が取り組む課題などについて情報交換を
行い、連携協力体制を構築していきます。日本の女子大学が
果たす役割を共に考え、語り、発信し、学術的成果を提示する
とともに、社会貢献の足がかりとします。

大妻女子大学（理事　井上美沙子）、京都光華女子大学（女性キャリア開発研究センター長　加藤千恵）、京都女子大学（副学長／地域連携研究センター長　中山玲子）、
実践女子大学（生活科学部教授／下田歌子記念女性総合研究所所長　髙橋桂子）、同志社女子大学（女性アクティベーションセンター長　光木幸子）、
宮城学院女子大学（生活科学部准教授　藤田嘉代子）、和洋女子大学（全学教育センター長　田口久美子）

和洋女子大学　進路支援センター　担当：野澤 047-371-1125

ネットワーク

女子大学

選ばれるための女子大学の戦略4卒業生との絆づくり- 学部・学科の教育と同窓生をつなぐ -

第 7 回ミーティング

女子大学連携ネットワークでは、
女子大学の教職員が自由に交流し、情報共有する場を提供しています。

第６回ミーティングに続いて、大学の存続・発展には卒業生との連携が不可欠との観点から、
卒業生との関わり方について考えます。

学部・学科の教育に卒業生のリソースをどのように活かしたらよいか、
具体的な事例を共有し意見交換をいたします。

話題提供・藤女子大学（人間生活学部教授　和田雅子）
・宮城学院女子大学（一般教育部教授　天童睦子）
・京都女子大学（発達教育学部教授　表真美）
・実践女子大学（生活科学部教授　髙橋桂子）▶各大学の事例紹介（現状報告、課題等）を歓迎いたします。
申し込みフォーム（QRコード）よりご連絡ください。

連携

C e n t e r  f o r  w o m e n ’ s  C a r e e r  D e v e l o p m e n t  A n n u a l  R e p o r t  2 0 2 3 31

Ⅳ

第１部
講演

「女性の教育と持続可能な開発目標」
「三学長、女子大学の未来を語る」
パネルディスカッション
第２部
女子大学の現状と課題

「女子大学におけるリカレント教育」
「女子大学におけるキャリア教育」
▶対面開催
　23 大学・5 団体／ 100 名参加

講演
「英国における高等教育機関での女
性の参画状況」

「女性活躍とグッドガバナンス」
「女子大学における女性上位職・女性
管理職の現状」
▶オンライン開催
　27 大学・２団体／ 90 名参加

▶日 　時　2023 年 8 月 31 日（木）15：00 ～ 17：00
▶場 　所　京都アカデミアフォーラム（東京丸の内）
▶テ ー マ　選ばれるための女子大学の戦略３
　　　　　   卒業生との絆づくり～同窓生の力を大学の力に～
▶話題提供　（１）昭和女子大学 光葉同窓会の事例
　　　　　　（２）宮城学院女子大学と同窓会・同窓生～宮城学院の事例～
　　　　　　（３）武庫川女子大学・短期大学部・附属中高部 同窓会 鳴松会の事例
　　　　　　（４）同志社女子大学同窓会～ Vine の会の取組みの紹介～
　　　　　　（５）藤女子大学ブランドＵＰプロジェクト～藤の花からつなげる未来～
　　　　　　（６）日本女子大学における卒業生との絆づくり
▶対面開催　20 大学 2 機関／ 42 名参加

▶日 　時　2024 年 3 月 4 日（月）18：00 ～ 19：30
▶テ ー マ　選ばれるための女子大学の戦略４
　　　　　  ―学部・学科の教育と同窓生をつなぐ―
▶話題提供 （１）藤女子大学
　　　　　 （２）宮城学院女子大学
　　　　　 （３）京都女子大学
　　　　　 （４）実践女子大学
▶オンライン開催
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　本学が加盟する「関西圏女子大学発・産学連携ダイバーシティ推進ネッ
トワーク」では、奈良女子大学が代表となり、定期的に意見交換会を開
催している。本学を含め、18 校の大学・高等専門学校と 17 の企業・団
体が参加している。
　「第２回意見交換会」では、本学女性キャリア開発研究センター長が、
学校法人における「くるみん」「えるぼし」取得の意義について講演した。
認定マークの取得方法について活発な意見交換が行われた。

　リカレント教育を実践する本学、日本女子大学、関西学院大学、明治大
学、福岡女子大学、京都女子大学、 山梨大学、椙山女学園大学の８大学は、
女性のためのリカレント教育の啓発活動、関係官庁への提言などを行う
ため、「女性のためのリカレント教育推進協議会」を運営している。
　2023 年度は、リカレントの学びがアントレプレナーの創出に寄与する
ことを期待してシンポジウムを開催した。本学は、女性キャリア開発研究
センター長が、今年度開講したリカレントプログラムについて報告した。

(2) 関西圏女子大学発・産学連携ダイバーシティ推進ネットワーク

(3) 女性のためのリカレント教育推進協議会

▶日　時　2023 年 5 月 18 日（木）13：00 ～ 14：00
▶演　題　女子大学におけるダイバーシティ推進の現状と課題
　　　　　（オンライン開催）

▶日　時　2024 年 2 月 16 日（金）13：00 ～ 15：30
▶テーマ　アントレプレナーとリーダーシップ
　　　　　（オンライン開催）

京都光華女子大学　「ウェルビーイングに生きるリカレントプログラム」報告

主催　女性のためのリカレント教育推進協議会

第5回「女性のためのリカレント教育推進協議会」シンポジウム

アントレプレナーとリーダーシップ

2024年
2月16日㊎
13:00～15:30
13：00 ～13：10 開会の挨拶　　 竹安  栄子 ( 京都女子大学学長）

 大同生命保険ご挨拶 大枝  恭子 （大同生命保険株式会社　執行役員）
　　　　　　　　 趣旨説明　　 中山  玲子 ( 京都女子大学副学長・地域連携研究センター長
   女性のためのリカレント教育推進協議会会長）

13：10 ～13：50　＜講演＞  人生が最高に輝くアントレプレナーシップとリカレントの極意
  河村  晴美氏（叱りの達人協会代表 / 有限会社ハートプロ代表取締役社長）

13：50 ～14：40 パネルディスカッション
 リーダーシップの育成
  モデレーター 中山  玲子 ( 京都女子大学副学長・地域連携研究センター長
   女性のためのリカレント教育推進協議会会長）

  パネリスト（五十音順）
   大津  美奈子（関西学院大学ハッピーキャリアプログラム修了生）
   川坂  瑞穂（京都女子大学リカレント修了生）
   高橋 美佐子（日本女子大学リカレント修了生）

14：40 ～15：25　参加大学の2023 年度の活動報告
  日本女子大学　 高梨  博子 ( 生涯学習センター所長、文学部教授 )

  関西学院大学　 大内  章子 ( 経営戦略研究科教授、女性活躍推進研究センター長 )　 
  京都女子大学　 中山  玲子 ( 副学長、地域連携研究センター長 )

  京都光華女子大学 加藤  千恵（女性キャリア開発研究センター長・教授 )
  山梨大学　 志村  結美（教育学部教授、男女共同参画推進室長 )　
  椙山女学園大学 加藤  容子（トータルライフデザインセンターリカレント教育ユニット長予定者、 
    人間関係学部教授）　

  福岡女子大学　 品川  啓介（女性リーダーシップセンター副センター長・教授）
  明治大学　 井田  正道（社会連携副機構長、リバティアカデミー長、政治経済学部教授 )

15：25～15：30　閉会の挨拶　 高梨  博子 (日本女子大学  生涯学習センター所長
    女性のためのリカレント教育推進協議会副会長）

▶参加形態　
Zoomを使用したオンラインによるリモートでの参加
事前申し込みが必要です。　参加申し込みはこちらから

女性のためのリカレント教育推進協議会は、リカレントの学びが、女性リーダーの育成に寄与することを期待
しています。このたび、シンポジウムを開催し、アントレプレナーとリーダーシップを考えたいと思います。

参加費
無料

リモート
開催
（申込制）

（先着300名様） （申し込み締切　2月14日水23時まで）

寄付

申し込みフォームへ

受講目的

ⅡⅡ．次世代ケアワーカー育成プログラム ～スキルアップを目指すＮさん～

Ｎさんのコメント

・介護支援専門員（ケアマネジャー）として
地域包括支援センターに勤務
・多職種にまたがる幅広い知識を得たい
・現場に必要な対人スキルを身につけたい

専門職との連携が必要と言われてもサービス提供の依
頼が多く、どの部分をどう連携していくべきか迷うこ
とがある。それぞれの専門職の重なる領域を理解でき
たこと、学び直すことで介護職の経験が根拠のある知
識として再認識できたことは大きな自信になった。

「AIが変える在宅医療」
（オンデマンド授業）

「職場研究」光華フレイルクリニック体験
（医師、看護師、医療事務員、患者さん）

「施設連携実習」
上位認証事業所インターンシップ



女性キャリア開発研究委員会

加藤　千恵（センター長 / 教授） 

佐藤　嘉洋（センター所員 / キャリア形成学部キャリア形成学科 講師） 

小島　菜実絵（健康科学部健康栄養学科 准教授） 

呉　　小玉（健康科学部看護学科 教授） 

徳田　仁子（健康科学部心理学科 教授） 

関　　道子（健康科学部医療福祉学科 教授） 

西野　夕子（こども教育学部こども教育学科 特任講師） 

羽深　太郎（短期大学部ライフデザイン学科 講師） 

森本　恵子（副学長）

土佐　嘉宏（副センター長）

橋詰　侑季（センターマネージャー） 

小竹　　梓（センター所員）

山元　綾子（センター所員）

染澤　倫子（センター所員）

手塚　彩子（センター所員）
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発行者　京都光華女子大学・京都光華女子大学短期大学部

　　　　女性キャリア開発研究センター
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